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  ① 在宅患者に対し、医師又は保健師、助産師、看護師が指導し、直接健康

管理を行うもの。 

  ② 医師同士の診療支援という観点から、特に一人で診療しているような医

師に対して、専門医が支援する画像診断等の診療支援の仕組み。 

○ へき地等における医療機関の抱える時間的・距離的ハンディを克服するた

めのツールとして、情報ネットワークの整備は不可欠であり、ＩＴを利用し

た相談（遠隔画像伝送等）やＴＶ会議などができる体制の整備が求められる。 

この際、できるだけ、ブロードバンド環境（光ファイバー網）であること

が望ましく、また、へき地医療における新しい通信技術を活用している地域

の事例集を策定するべきであるとの意見があった。 

 ○ ただし、ＩＣＴによる遠隔医療は、これまで各地域で様々な取組がなされ、

結果として有効に活用されていない場合があること、へき地医療に関しても

対面診療が原則であり、また標準的なシステムで財源面を含め安全性・安定

性に優れたものであることが求められるなどに留意が必要となる。 

○ なお、電話は最も基本的かつ誰にでも容易に利用可能な通信手段であり、

健康・医療の分野において、コールセンターの活用が進んでいることから、

遠隔医療においても電話の活用が考えられる。コールセンターと相談データ

ベースを活用することで、遠隔医療マネジメントの質の向上が期待されると

いう提案があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４） ドクターヘリの活用について 

○ へき地医療の現場から、医師や救急車不在を回避するために、ドクターヘ

リの活用は積極的に推進していく必要がある一方、財政上の観点も含めて有

効性について十分留意する必要がある。 


